婦人民主クラブ全国大会へのメッセージ
婦人民主クラブ全国大会に心からのメッセージを送ります。

国民の期待を裏切って辞任に追い込まれた鳩山内閣に代わって菅内閣が発足しました。しかし、新首相の言葉からは、普天間基地問題や「政治とカネ」の問題で鳩山前首相が退陣したことへの反省と自覚が見えてきません。
長年続いた「自民党的政治」にきっぱり縁を切り、平和で国民本位の暮らしやすい国をつくるために、国民が声を上げ、運動を広げていくことがますます重要になっていると思います。

これまでも、婦人民主クラブのみなさんは、平和とくらし、女性の人権を守る運動を一貫して追求され、世界に誇る憲法九条の改悪を許さぬため、力をつくして奮闘しておられます。

私たち同盟も「再び戦争と暗黒政治を許さない」のスローガンを高くかかげ、5月13日には、治安維持法犠牲者に国家賠償法制定を要求する国会請願を行ってきました。私たちは、世界に誇る憲法9条を生かして、平和で豊かな社会をめざして、ともに連帯してたたかう決意を表明するとともに、婦人民主クラブ全国大会が大きな成果をあげられることを期待し、ご参加のみなさんのご健康を願いメッセージとします。
　　
2010年６月１２日
治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

中央本部会長　柳河瀬　精
